


【国保】 
 

D-103 HTLV-1 抗体（適応病名なし、輸血前感染症検査のコメントのみ） 

 

《令和 4 年 3 月 4 日新規》 

 

○ 取扱い 

 原則として、適応病名がなく、輸血前感染症検査のコメントのみに対す

るHTLV-1抗体の算定は認められない。 

 

○ 取扱いの根拠 

 検査に対する傷病名の記載は原則必要であり、治療中に派生する二次性

疾患や副作用の発現監視を目的とした実施においても同様である。 

 また、HTLV-1 抗体は、成人Ｔ細胞白血病や HTLV-1関連脊髄症を診断

するための検査であり、輸血前感染症では必要ないと考える。 

 


